
 

 

 

【大会競技概要】 

大会への出場に向け、国内外の大学、短大、高専等の学生が各々チームを組みフォーミ

ュラスタイルの小型レーシングカーの企画・設計・製作に取り組みます。 

競技会では、試行錯誤の上、作り上げた車両を持ち寄り、走行性能・車両コンセプト・

設計・コストなどの動的、静的審査４日間にわたり行い総合力を競います。 

 

【製作車両の設計コンセプトとその詳細】 

基本に忠実に、レーシングカーとは何かを追求 

○低重心 ○軽量 ○低コスト ○メンテナンス容易  

 

【２００９年度活動結果】 

1） 製作より設計にウェイトを置いた設計検証型の設計ができたと思う。   

   大きな不具合なし→はじめての岡山での走行会で不具合無く走れた。 

2）本大会は書類審査で落ちたが、車検、デザインレビュー等のフォローアッププログラ   

  ム（事前に提出した書類のどこに不備があったかまた、擬似的に本番と同じ審査をし 

   てもらえるプログラム）に参加できた。 

   特にデザインレビューでは基本に忠実かつトーションバーなどの設計が独創的と絶 

   賛された。 

3) 活動費、人員が少なく活動を進行していくのが難しかった。   

 

 

  

単気筒の超軽量マシン 

① 大会で最軽量            160kg            実現  
② 大会で最低重心          255mm（地上）        実現  
③ 大会で製作費最低コスト        30 万円              実現 

軽量高剛性レーシングカー用シャーシの開発・製作 
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